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鶴 巻 I遺 跡
(C-224)

遺跡所在地

調 査期 間

調 査画 検

発 掘画績

担 当職 員

調査参カロ
ー
者

仙台1市福室字鶴巻 1番■番地外

昭和54年 6月 5日 -6月 28巨

約1,700∬

3.,992ねぽ

木村浩二 .二藤菅司

森 剛男 i巻野俊夫・松本寿―・熊谷I信―

瑚着都衰美。後藤浩樹ヽ鈴木ひろ―み



キ　
　
　
”
歩

＝
“
‐‐・」
げ
キ‐
Ｈ
・
Ｉ
ｎ

第 5図鶴巻 I遺跡 トレンチ配置図



|.遺跡の立地

鶴巻 I遺跡は、仙台駅の東方約 7 km、 仙台市福室字鶴巻一番に所在する。遺跡は周囲の水田

面より1～ 2m高い自然堤防上に立地し、西側 と南側には七北田川の旧河道が水田となって残

っている。この旧河道によって分断されるようにして、鶴巻H遺跡が南側に隣接する。調査地

点は比較的広い耕地となっているが、周辺は宅地化が進んでいる。

2.調査の方法

鶴巻 I遺跡は、表面採集できる遺物量は極 く少数であったが、立地の点で集落跡の存在が考

えられたので、遺跡にかかる道路の半分を調査し、遺構が検出された場合には、部分的、全体

的な拡張調査を実施する計画とした。調査地内は、道路の別によってA区からE区に分けた。

3.調査の概要

各区とも40～ 60cmで暗褐色シル ト質砂の地山面となる。A区で 3条、 C区で 2条の幅 2～ 5

mの黒色上の帯が南北方向に検出されたが、調査の結果、地山の暗褐色シル ト質砂層の下位に

くる層が、基盤の起伏に従って高 くなっていた所であることが明らかになった。遺構は検出さ

れなかった。

出土遺物は、土師器・須恵器の小破片が数′ミ出上したに過ぎない。時期は平安時代と考えら

れる須恵器杯片のほかは、細片のため不明である。

4。 まとめ

鶴巻 I遺跡は、発掘面積の約 2分の 1の調査を行なったが、遺構は検出されなかった。この

結果、道路建設計画地内における遺構の存在は、ほとんど考えられない。

今後、鶴巻 I遺跡については、遺構が存在した場合にすでに破壊されている可能性 と、他遺

跡からの自然的営力によって遺物が搬入された可態性についての検討が必要である。特に後者

については、近隣の遺跡及び仙台市東辺部の氾濫原上に立地する遺跡を含めた検討を実施する

必要がある。
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|.遺跡の立地

鶴巻Ⅱ遺跡は、仙台駅の東方 7 km、 仙台市福室字鶴巻二番に所在する。七北田川の旧河道を

隔てて、鶴巻 I遺跡の南側に隣接する。遺跡は、標高 4m前後の旧七北田川の形成した自然堤

防上に立地している。堤防上は畑地と宅地となり、周辺は水日となっている。

2.調査の方法

鶴巻 H遺跡は、鶴巻 I遺跡の調査成果から、遺構の存在する可能性が薄いと考えられたので、

12m道路内に試掘 トレンチを設定し、その結果によって全掘または調査中止の判断をすること

にした。 トレンチは 6× 3mの大きさで、12m道路に直交するように 4本設定した。東から1・

2・ 3・ 4ト レンチと命名した。

3.調査の概要

第 1ト レンチは、地表下65Cmで地山となり、遺構は検出されなかった。

第 2ト レンチは、地表下300mで地山となり、遺構は検出されなかった。

第 3ト レンチは、地表下50Cmで地山となり、遺構は検出されなかった。

第 4ト レンチは、地表下50Cmで地山となり、遺構は検出されなかった。

基本層序は、第 1層が10Y R%褐色シル トの現耕作上で、しまりがなくパサついている。層

厚は20cm前後である。第 2層は明責褐色から暗褐色のシル トで、旧耕作土である。しまりがあ

る。

第 3層は地山で10Y R%に ぶい責褐色シル トである。多少砂を含み、しまりがある。

出土遺物は、土師器の小片が表採されただけである。

4。 ま と め

鶴巻 H遺跡も鶴巻 I遺跡と同様に、遺構を検出することができなかった。希れに遺物が採集

されるが、遺跡の存在する可能性は極めて少ないと考えられる。
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|.遺跡の立地

地蔵裏遺跡は、仙台駅東方約 6 km、 仙台市六丁目宇行屋前 6番地に所在する。北屋敷遺跡、

明屋敷遺跡から l km以内で南イ貝1に位置する。明屋敷と荒井の集落の中間に広がる標高3.5m程の

平坦地に立地し、現状は水田となっている。

2.調査の方法

地蔵裏遺跡は、水路の保4笏工事の際に中世陶器片が出土するに及んで発見されたが、遺跡の

範囲は不確実なものであった。そこで、本遺跡は数 トレンチを入れて予備調査を行ない、遺構

が検出された場合に、本調査を実施することにした。 トレンチは、東側の 8m道路に 3× 5m

トレンチ 3ヶ 所、西側 6m道路には南北に 4× 4mト レンチ 3ヶ 所、東西に 3× 6mト レンチ

2ヶ 所を設定した。   ど

3.調査の概要

各トレンチとも20～ 40Cmで10Y R%に ぶい黄褐色砂質粘上の地山となる。遺構は検出されな

かった。

基本層序は、第 1層は10Y R%黒褐色シルト質粘土の現耕作土、第 2層は黒褐色が黒色の粘

土、第 3層は酸化鉄を含んだ粘土ないし粘土質砂層である。その下が地山となる。

出土遺物は、 3ト レンチの 2層中から、古代の平瓦片 1点 と、中世陶器の口縁部 1点が出土

した。

4。 ま と め

道路予定地内の各トレンチ内から遺構は検出されず、他の部分からの遺構の発見の可能性も

少ない。地下50Cmでは湧水もあり、また凹地は降水が溜りやすく、集落立地としては適地と考

えられない①ただし、第 3ト レンチより南側の地点は、以前にも中世陶器が採集されているの

で、今後とも注意が必要であろう。

1 中世陶器
3ト レンチ 2層 出上

回径  60伽 前後
色調 内外面褐色

2  王年    }t
3ト レンチ2層 出土

色調 灰白色
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地蔵裏遺跡出上遺物
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